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達成が期待されるＳＤＧｓ
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：募金されたお金は、どのように使われているのだろうか？ 
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：福祉はだれのためのものだろうか？ 

：車椅子バスケットボールの「楽しさ」とは何だろうか。 
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小学校５年生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の学年終了時に目指す姿 

 福祉の視点から「みんなが安心安全に住み続けられるくらし」とは、人と人のあたたかい関わりが根
底にあることに気づき、福祉は誰にとっても欠かすことができないものだと発信することができる。 

総合「みんなが安心安全に住み続けられるくらし」 

○主に養いたい ESD の資質・能力 
クリティカルシンキング 
 「優先座席のよさ」を前提にしつつも、福祉が生かされた環境づ
くりが整うことで譲り合いや思いやりが見えにくくなる側面に着目
し、一旦立ち止まって比較・検討することで、福祉の基盤を問い直
す。 
システムシンキング 

福祉を、くらしを支える環境づくりとしてだけでなく、人・環
境・ルールの関係を捉え直し、誰もが参加できる条件が整うことで
「人と人がつながり合える楽しさ」も生まれることに気付く。 
〇主に育てたい ESD の価値観 
世代内の公正 

現世代内で、すべての人が自分らしく幸せな生活ができるよう
に、問題を解決することができる。 

国語「みんなが使いやすいデザイン」 

 校内にあるユニバーサルデザインを生かし
た環境づくりを調べることによって、身近な
ところにたくさんあることに気づき、「福
祉」について関心をもつことができる。ま
た、ユニバーサルデザインは社会的に注目さ
れていることに気づかせ、福祉学習のきっか

ユニバーサルデザイン
って聞いたことがあ
る。自分たちの身近に
たくさんあるな。 

総合「福祉体験活動」 

「手話体験」、「点字体験」、「車椅子体
験」の福祉体験を行う。体験でしか得られな
い学びを感じとる。福祉体験は、募金によっ
て成り立っている体験活動であり、この後の
「赤い羽根共同募金」の出前授業において、
学びを深める手がかりにする。 

総合「赤い羽根共同募金」の出前授業 

身近にある「赤い羽根」を教材に扱うこと
で福祉をより近いものだと感じさせる。ま
た、募金をしたお金の行方を辿ることで、
「募金をする人」、「募金を生かす人」、
「福祉を必要する人」の３つの立場に気づか
せ、つながり合って、支え合う関係であるこ
とを捉える。 

総合「車椅子バスケットボール」の出前授業 

 福祉を多角的な視点で捉えさせることがで
きる。一人一人のくらしを支えるための福祉
だけでなく、スポーツを通して仕組みを整
え、みんなで楽しむことができる側面に気づ
かせる。多角的な側面に気づかせることによ
って、福祉の見方や考え方がより豊かにな
る。 

道徳 自作教材「優先座席」 

 「優先座席」を教材として扱うことで、
「人と人の温かさ」に気づかせることができ
ると考えた。日本では当たり前になっている
優先座席であるが、海外に視点を移すと優先
座席がなくても社会は成り立っている。一旦
立ち止まって、じっくり考えさせたい。 

国語「子ども未来科」で何をする 

 本単元は文章の構成を整え、説得力のある
提案をすることがねらいである。これまでの
福祉の学習を整理し、発信するための準備と
して位置付けたい。文章を構成する過程を通
して、意見や根拠、事実を明確に使い分け、
説得力のある文章で伝えさせていく。 

点字を打つ機械のこと
を点筆というんだね。 

出前授業は福祉に関わるんだね。私たち
も福祉を使っていたんだね。 

これまでの福祉の学びを整理し
てみよう。事実が出前授業や体
験活動になるのかな。 

「人と人の温かいさ」は欠かす
ことができないね。 

「福祉」はくらしだけではない
ね。スポーツにも福祉の視点が
あるんだね。 


